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春日市職員の
給与をお知らせします

一般行政職※1

区分 平均年齢 平均給料月額※2 平均給与月額※3

春日市 40.4歳 31万5909円 35万2220円

国 42.8歳 30万4994円 37万2906円

技能労務職

区分 平均年齢 平均給料月額※2 平均給与月額※3

春日市 57.3歳 38万6521円 40万5256円

国 49.7歳 27万  465円 30万7506円

■職員の平均年齢と平均給料（基本給）
・給与（諸手当込み）月額　　　 （平成24年4月1日現在）

※1 一般行政職とは、行政職の職員のうち、税務職・福祉職などの職
員を除いたもの

※2 給料月額は、平成24年4月1日現在における各職種ごとの職員
の基本給

※3 給与月額は、時間外勤務手当などを除き、国家公務員と同じ
ベースで計算したもの

■人件費※が市の予算（決算）に占める割合
（平成23年度普通会計決算）

住民基本台帳人口
（平成24年3月31日現在） 10万9768人

歳出総額（A） 279億6388万円

実質収支     7億1627万円

人件費（B）    40億  505万円

人件費率（B/A） 14.3％（前年度は14.6％）

■職員の初任給（平成24年4月1日現在）

春日市 国

一般行政職
大学卒 17万2200円

（総合職）18万1200円

（一般職）17万2200円

高校卒 14万4500円 14万  100円

技能労務職 高校卒 14万1900円 -

（％）
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1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級
平成24年度 9.6 11.1 27.6 18.9 20.4 9.9 2.5
平成23年度 10.4 10.1 26.7 21.2 19.3 9.8 2.5
平成19年度 6.2 10.0 26.0 23.6 21.2 10.0 3.0

■一般行政職の級別職員数の割合

1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級

職務内容※2 主事 主任 係長
主査

課長補佐
統括係長 課長 部長

職員数 31 36 89 61 66 32 8
※1 春日市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数
※2 職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務のこと

■平成24年度一般行政職員数（級別）

■職員給与の状況（平成23年度普通会計決算）
※特別職、教育長、再任用職員を除く

給与費総額※1
22億1387万円
※職員数372人
1人当たり595万円

給料
14億1206万円
（63.8％）

職員手当※2

2億7984万円
（12.6％）

期末・勤勉手当
5億2197万円
（23.6％）

※1 前年度の給与費総額は、23億740万円
※2 職員手当には、退職手当、児童手当、子ども手当は含まない

職員の給与と職員定数は、国や他の地方公共団体の状況などを考慮して、条例で定められています。

（人）

（％）

※人件費には、市長や議員などの特別職の職員に支給される給料・
報酬と、一般職の職員に支給される給料や諸手当、共済組合負担
金、退職手当、災害補償費などを含む
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春日市 国

期
末
手
当
・
勤
勉
手
当

1人当たり
平均支給額
（平成23年度）

142万円 -

平成23年度支給割合 期末手当
※1

勤勉手当
※1 期末手当 勤勉手当

6月期 1.225月分 0.675月分

春日市と同じ12月期 1.375月分 0.675月分

計 2.60月分 1.35月分

加算措置の状況
職制上の段階、職務の級
などによる加算措置

役職加算（5～15％） 役職加算（5～20％）
管理職加算（10～25％）

退
職
手
当

勤続年数 自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

20年 23.5月分 30.55月分

春日市と同じ

25年 33.5月分 41.34月分

35年 47.5月分 59.28月分

最高限度額 59.28月分 59.28月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置
（2～20％加算）

1人当たりの支給額
※2 2490万円 公表なし

地
域
手
当

支給実績
（平成23年度決算） 4763万円

支給職員1人当たりの
平均支給年額（平成23年度決算） 12万円

支給対象地域 市内全域
支給率 3％

支給対象職員数 404人
国の制度（支給率） 3％

特
殊
勤
務
手
当

支給実績
（平成23年度決算） 174万円

支給職員1人当たりの
平均支給年額（平成23年度決算） 6万円

職員全体に占める
手当支給職員の割合（平成23年度） 6.8％

手当の種類（4種類）

▷徴収手当
▷社会福祉業
務手当
▷消防業務手
当
▷行旅病人お
よび死人取
扱手当

時
間
外
勤
務
手
当

支給実績
23年度※ 9957万円

22年度※ 9469万円

職員1人当たりの
平均支給年額

23年度 24万円

22年度 23万円

■職員手当の状況（平成24年4月1日現在）　※ 一般職の職員（教育長を除く）の手当の状況

20歳未満 20-23歳 24-27歳 28-31歳 32-35歳 36-39歳 40-43歳 44-47歳 48-51歳 52-55歳 56-59歳 60歳以上

平成
24年度 1 18 51 36 41 45 48 48 34 27 55 1

■年齢別職員構成（平成24年4月1日現在）　※ 福祉職、技能労務職などを含む、すべての一般職の職員

経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
大学卒 26万3867円 31万5263円 36万9517円
高校卒 22万6100円 該当者なし 35万6100円

技能労務職 該当者なし

■職員の経験年数別※・学歴別平均給料（月額）

※経験年数とは、卒業後直ちに採用された場合は採用後の年数を、採用前に民間会社などに勤務した経験がある場合はその期間を換算し、そ
れを採用後の年数に加算した年数

（人）

平成19年度

0 20 40 60 80 100（％）

2.9 8.4 8.2 11.7 9.3 9.8 7.5 7.8 16.0 18.0

4.4 12.6 8.9 10.1 11.1 11.9 11.9 8.4 6.7 13.6

0.2

0.20.2

0.2

平成24年度

20歳未満
20-23歳 24-27歳 32-35歳 36-39歳 40-43歳 44-47歳 48-51歳 52-55歳 56-59歳 60歳以上28-31歳

※平成23年度は県知事・県議会選挙および市長・市議会議
員選挙、平成22年度は参議院議員通常選挙および県知
事・県議会議員選挙関係の時間外勤務手当を含む

※1 期末手当、勤勉手当の支給割合は平成23年度分
※2 前年度に退職した全職種に係る職員に支給した額
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※より詳しい内容は、情報公開コーナー（市役所2階）や市ウェブサイトで見ることができます。
問い合わせ先　総務課 人事担当　☎（584）1111　 （584）1145

http://www.city.kasuga.fukuoka.jp

部門 区分 職員数 対前年
増減数 主な増減理由平成23年 平成24年

普
通
会
計
部
門

議会 6 6 -
総務企画 91 84 ▲7 機構改革、総務法制業務の縮減、窓口業務民間委託に係る減
税務 31 30 ▲1 資産税業務の縮減
民生 94 95 1 障がい業務の増
衛生 34 34 -
農林水産 7 7 -
商工 2 2 -
土木 33 34 1 公園業務の増
小計 298 292 ▲6

別
政

特
行

教育 75 73 ▲2 各種業務の縮減
小計 75 73 ▲2

公
営
企
業
な
ど

下水道 8 8 -
国保 18 18 -

介護保険 10 11 1 介護保険業務の増
後期高齢者医療 3 3 -

小計 39 40 1
合計 412 405 ▲7

（条例定数） （453） （419） （▲34）

■部門別職員数の状況と主な増減理由（平成24年4月1日現在）

部門別/年度 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 過去5年間の増減数（率）
一般行政 319 315 308 298 298 292 ▲27 （▲  8.5％）
教育 91 87 78 81 75 73 ▲18 （▲19.8％）

普通会計 計 410 402 386 379 373 365 ▲45 （▲11.0％）
公営企業等会計 計 41 43 45 42 39 40 ▲  1 （▲  2.4％）

総合計 451 445 431 421 412 405 ▲46 （▲10.2％）

■職員数の推移

給料・報酬（月額） 期末手当 退職手当
算定方法 支給時期

市長 95万2100円
平成23年度
支給割合
2.95月分

役職加算（15％）あり

1年につき給与月額の510/100
任期ごとに支給副市長 78万3600円 1年につき給与月額の300/100

教育長 70万3900円 1年につき給与月額の252/100
議長 58万9200円
副議長 51万5400円
議員 47万  600円

■特別職などの給料・報酬（平成24年4月1日現在）

そ
の
他
の
手
当

手当名 支給対象 支給単価 国の制度との異同

扶養手当 扶養親族がいる職員 ▷配偶者1万3000円
▷その他の扶養親族各6500円 同じ -

住居手当 借家や持ち家に住んでいる職員 ▷借家居住者は家賃に応じた額（2万7000円限度）
▷持ち家居住者は一律6500円

一部
異なる

国：持ち家居住者
なし

通勤手当 通勤のために交通機関や自動車などを利用する職員

▷交通機関利用者は運賃相当額（5万5000円限度）
▷自動車などの利用者は距離に応じた額（3万4500
円限度）　※自転車利用者は1000円加算

一部
異なる

交通用具使用者な
ど、通勤距離の区
分およびそれに対
応した額など

管理職
手当 管理・監督の地位にある職員 ▷部長級は7万1300円　▷課長級は5万1700円

▷保育所長は4万3800円
一部
異なる 定額制の金額

（人）

（人）



public infomation from KASUGA city
市からの
お知らせ

　「市からのお知らせ」をはじめ、市報に掲載した記事は、市報の
発行日（毎月1日と15日）以降、市ウェブサイトの「お知らせ」に
も載せます。
　そのほか、市報に掲載していない情報もありますので、ぜひ利
用してください。
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp
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春はカラスにご注意を

　春は野生の鳥獣にとって繁殖、巣立ちの時期です。市内の
公園などでも、ひなを守ろうとするカラスが人間を襲うこ
とがありますので、次のことに注意してください。
注意事項
▷カラスの巣やひなには近付かないようにしましょう。
▷やむを得ず近くを通るときは、傘や帽子で防ぎましょう。
▷威嚇のサイン（大声で鳴く、鳴きながら周りを飛ぶ、木を
つついたり小枝を折ったり木の葉を散らす）があれば、す
ぐにその場を離れましょう。

▷攻撃してくるのは繁殖期のカラスで、一時的な行動です。
巣を作られた場合は、慌てず、様子を見ましょう。

▷カラスの巣の撤去は、その敷地の管理者が行ってくださ

い。産卵前や巣立った後の巣の撤去は自分でできますが、
巣の中に卵やひながいると、鳥獣保護法に基づく許可が
必要です。
▷カラスは餌となる生ゴミが多い場所に集まってきますの
で、ゴミ出し時間を守り、生ゴミは外から見えないように
袋の奥に入れるなど工夫しましょ
う。
問い合わせ先　環境課生活環境担当

（584）1111　
（584）1147

現
在
、福
岡
県
で
取
り
扱
っ
て
い
る
事
務
の
一
部
が
平
成
25
年
４
月

１
日
か
ら
春
日
市
に
移
譲
さ
れ
、窓
口
が
変
わ
り
ま
す
。

　
手
続
き
に
必
要
な
書
類
な
ど
、市
と
県
で
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、事
前
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

一部の事務の窓口が県から市へ変わります
4月1日から

行政管理課 企画担当 　 （584）1111 （584）1145

県から春日市に移譲される事務 平成25年3月31日まで
福岡県

平成25年4月1日から
春日市

低体重児の届け出
（出生体重2500g未満）

筑紫保健福祉環境事務所
健康増進課健康増進係

（513）5583　 （513）5598

健康課保健指導担当
（501）1134
（501）0051

未熟児の訪問指導
筑紫保健福祉環境事務所
健康増進課健康増進係

（513）5583　 （513）5598

健康課保健指導担当
（501）1134
（501）0051

未熟児療育医療の申請、給付
筑紫保健福祉環境事務所
健康増進課健康増進係

（513）5583　 （513）5598

健康課
（501）1134
（501）0051

自立支援医療（育成医療）の申請、給付
筑紫保健福祉環境事務所

社会福祉課
（513）5626　 （513）5598

福祉支援課障がい担当
（584）1111
（584）3090

専用水道・簡易専用水道に関する
各種申請、届け出、相談（※）

筑紫保健福祉環境事務所
保健衛生課生活衛生係

（513）5599　 （513）5598

環境課生活環境担当
（584）1111
（584）1147

※上水道工事に関することは、春日那珂川水道企業団【 （571）7001】に問い合わせてください。

平成25年3月15日号
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国
は
３
月
を「
自
殺
対
策
強
化
月
間
」と

し
て
い
ま
す
。

　
日
本
の
自
殺
者
数
は
平
成
10
年
以
降
23
年

度
ま
で
、14
年
連
続
で
３
万
人
を
上
回
っ
て

お
り
、主
要
国
の
中
で
も
日
本
の
自
殺
率
は

高
く
、深
刻
な
状
況
で
す
。

　
自
殺
の
原
因
に
は
健
康
問
題
が
最
も
多

く
、中
で
も
心
の
健
康
問
題
は
大
き
な
割
合

を
占
め
て
い
ま
す
。自
殺
に
傾
く
人
は
、何
ら

か
の
サ
イ
ン
を
発
し
て
い
る
こ
と
が
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。心
の
サ
イ
ン
を
発
し
て
い
る

人
が
あ
な
た
の
周
り
に
い
ま
せ
ん
か
。自
殺

を
踏
み
と
ど
ま
ら
せ
る
た
め
に
は
、周
囲
の

人
の
対
応
と
し
て
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
心
掛

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

▽
気
付
き

　心
の
サ
イ
ン
に
気
付
い
た
ら
、

「
ど
う
し
た
の
」と
声
を
掛
け
て
み
ま
し
ょ

う
。家
族
や
身
近
な
人
の
言
動
や
体
調
の

変
化
に
気
付
き
、自
分
に
で
き
る
声
掛
け

を
し
ま
し
ょ
う
。

▽
傾
聴

　じ
っ
く
り
と
話
を
聴
き
ま
し
ょ

う
。悩
み
を
話
し
て
く
れ
た
ら
、本
人
の
気

持
ち
を
尊
重
し
、し
っ
か
り
と
悩
み
に
耳

を
傾
け
ま
し
ょ
う
。

▽
つ
な
ぎ

　悩
み
を
聴
い
た
ら
、そ
れ
ぞ
れ

の
悩
み
に
応
じ
た
相
談
窓
口
を
紹
介
し
、

早
め
に
相
談
す
る
よ
う
促
し
ま
し
ょ
う
。

▽
見
守
り

　ゆ
っ
く
り
と
休
養
で
き
る
環
境

を
つ
く
り
、焦
ら
ず
温
か
く
見
守
り
な
が

ら
回
復
を
支
え
ま
し
ょ
う
。

いのちを大切に
3月は自殺対策強化月間

健康課 保健指導担当 　 （501）1134 （501）0051

リ
サ
イ
ク
ル
の
促
進
と
燃
え

る
ご
み
の
処
理
費
用
削
減

の
た
め
、市
は
、古
紙
や
古
布
の
集

団
回
収
を
勧
め
て
お
り
、集
団
回

収
を
行
っ
て
い
る
団
体
に
は
、回

収
量
１
㎏
に
つ
き
９
円
の
報
償
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
市
内
で
燃
え
る
ご
み
と
し
て
出

る
は
ず
だ
っ
た
紙
が
、集
団
回
収

に
よ
っ
て
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
さ

れ
、報
償
金
は
各
団
体
の
活
動
資

金
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
な
お
、古
紙
な
ど
の
集
団
回
収

は
、事
前
に
登
録
が
必
要
で
す
。登

録
を
希
望
す
る
団
体
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

古紙などの集団回収
始めてみませんか

ごみ減量推進課 　 （584）1111 （584）1147

集団回収にご協力を
　現在、各地区の自治会や子ども会、老人会、スポー
ツ少年団など約100団体が、古紙などの集団回収に
取り組んでいます。この取り組みへの協力は、家庭で
手軽にできるごみの減量・リサイクルの一つです。
　回収している品目や日時など、詳しくは各地区の
公民館に問い合わせてください。

　　白
水
大
池
公
園
内
の
展
望
台
広
場（
ち
び
っ
こ
広
場
横
）な

ど
の
桜
が
、間
も
な
く
見
頃
を
迎
え
ま
す
。し
か
し
、毎
年
、問

題
に
な
る
の
が
駐
車
場
の
大
混
雑
で
す
。

　駐
車
台
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。花
見
の
際
は
、ぜ
ひ
春

日
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス｢

や
よ
い｣

を
利
用
し
て
お
出
掛
け

く
だ
さ
い
。

　な
お
、園
内
で
は
火
気
の
使
用（
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
）を

禁
止
し
て
い
ま
す
。

　誰
も
が
気
持
ち
よ
く
花
見
を

楽
し
め
る
よ
う
、皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

最
寄
り
の
バ
ス
停（
上
白
水
線
）

▽
正
面
入
口
側

　

　白
水
大
池
公
園
噴
水
前

▽
ち
び
っ
こ
広
場
側

白
水
大
池
公
園
ち
び
っ
こ
広

場
前

「
や
よ
い
」に
乗
っ
て

出
掛
け
ま
し
ょ
う

〜
白
水
大
池
公
園
の
花
見
〜問い合わせ先

都市計画課計画担当
（584）1111
（584）1143
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バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
の
各
種
変
更
手
続
き
や
納
税

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
バ
イ
ク
・
軽
自
動
車
の
変
更
手
続
き

市
外
に
引
っ
越
す
と
き
は
住
所
変
更
の
手
続
き
が

必
要
で
す
。手
続
き
を
し
な
い
と
、納
税
通
知
書
が
届

か
ず
、車
検
な
ど
の
際
に
支
障
が
出
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

ま
た
、廃
車
や
盗
難
、他
者
へ
の
譲
渡
な
ど
に
よ
り

車
両
を
手
放
し
た
と
き
は
、廃
車
も
し
く
は
名
義
変

更
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。手
続
き
を
し
な
い
と
、い

つ
ま
で
も
そ
の
車
両
の
税
金
が
か
か
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

ま
だ
手
続
き
が
済
ん
で
い
な
い
人
は
、３
月
末
ま

で
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
軽
自
動
車
税
は
、４
月
１
日
時
点
の
所
有
者
に
課

税
さ
れ
ま
す
。

手
続
き
・
問
い
合
わ
せ
先
　
下
表
の
と
お
り

○
軽
自
動
車
税
の
納
付

平
成
25
年
度
の
軽
自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
月
31

日
㈮
で
す
。納
税
通
知
書
は
５
月
中
旬
に
郵
送
し
ま

す
の
で
、期
限
内
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、通
知
書
の
一
部
は
納
税
証
明
書
と
な
っ
て

い
ま
す
。車
検
時
に
必
要
で
す
の
で
、大
切
に
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。

○
口
座
振
替
の
注
意
点

口
座
振
替
の
手
続
き
を
し
て
い
る
人
で
、車
両
の

買
い
替
え
を
行
っ
た
り
、新
た
に
購
入
し
た
り
し
た

場
合
は
、あ
ら
た
め
て
手
続
き
が
必
要
で
す
。

な
お
、口
座
振
替
の
領
収
書
は
６
月
中
旬
に
送
付

し
ま
す
。６
月
１
日
か
ら
６
月
中
旬
ま
で
の
間
に
車

検
の
た
め
納
税
証
明
書
が
必
要
に
な
る
人
は
、納
付

書
払
い
へ
変
更
し
て
く
だ
さ
い
。

○
被
災
車
両
の
代
替
車
両
に
係
る
軽
自
動
車
税
の
特
例

に
つ
い
て

「
東
日
本
大
震
災
で
滅
失
・
損
壊
し
た
軽
自
動
車
な

ど
」ま
た
は「
原
子
力
災
害
に
お
け
る
警
戒
区
域
内
に

あ
る
自
動
車
を
永
久
抹
消
登
録
な
ど
し
、代
わ
り
に

取
得
し
た
軽
自
動
車
な
ど
」に
つ
い
て
は
、平
成
23
年

度
か
ら
平
成
25
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
軽
自
動
車

税
が
非
課
税
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
特
例
措
置
を
受
け
る
に
は
手
続
き
が
必
要
で

す
の
で
、問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

バイク・軽自動車の変更手続きと軽自動車税の納付
お忘れなく

税務課 市民税担当 　 （584）1111 （584）1141

問い合わせ先

125cc以下のバイク
転入者 市税務課（市役所1階）
転出者 転出先の市区町村役場

125ccを超え、
250cc以下のバイク

全国軽自動車協会連合会
（福岡市東区箱

はこざきふとう

崎ふ頭２ｰ２ｰ51）
（641）0431

250ccを超えるバイク
九州運輸局福岡運輸支局
（福岡市東区千

ち は や

早３ｰ10ｰ40）
050（5540）2078
（674）1197

三輪もしくは四輪の
軽自動車

軽自動車検査協会
（福岡市東区箱崎ふ頭２ｰ２ｰ49）

（641）8926
（651）4383

■バイク・軽自動車の変更手続きなどに関する問い合わせ先

※125cc以下のバイクについては、福岡地区の場合の手続き先です。福岡地区以
外へ転出する人や、詳しい手続き方法については、転出先の地区を管轄する機関
に問い合わせてください。

市
立
保
育
所
で
保
育
に
関
す

る
業
務
を
行
う
保
育
士

（
臨
時
）を
募
集
し
ま
す
。

対
象
　
保
育
士
証
を
有
す
る
人

任
用
期
間
　
平
成
25
年
４
月
１
日

〜
９
月
30
日（
年
度
末
ま

で
の
更
新
あ
り
）

勤
務
日
数
　
週
５
日（
月
〜
金
曜

日
）

勤
務
時
間
　
概
ね
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時（
途
中
45
分

の
休
憩
あ
り
）

勤
務
場
所
　
市
立
保
育
所（
昇
町
・

須
玖
保
育
所
）

報
酬
　
日
額
６
７
０
０
円
程
度

（
有
給
休
暇
・
社
会
保
険
あ

り
、賞
与
・
交
通
費
支
給
な

し
）

募
集
人
員
　
３
人
程
度（
予
定
）

応
募
方
法
　
３
月
22
日
㈮（
必
着
）

ま
で
に
履
歴
書
と
保
育
士

証
の
写
し
を
提
出
す
る

（
郵
送
可
）

※
保
育
士
の
臨
時
職
員
は
随
時
募

集
し
て
い
ま
す
の
で
、気
軽
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

応
募
先
　
こ
ど
も
未
来
課
保
育
所

担
当（
〒
816
ー
８
５
０
１

春
日
市
役
所
）

保育士（臨時）
職員を募集します

こども未来課 保育所担当 　 （584）1111 （584）1115
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火災情報などをお知らせ
消防情報メールに登録しませんか

　春日・大野城・那珂川消防本部は、春日市、大野城市、那珂
川町で発生した「火災情報」と消防本部からの「お知らせ」
を、携帯電話などにメール配信するサービスを開始します。
　配信を希望する人は登録してください。
利用開始日　3月12日㈫
登録方法
（1）　携帯電話またはパソコンから、「

kon119@entry.mail-dpt.jp」に空
メールを送信する。または右の二次
元コードを読み取って、空メールを
送信する。

（2）　空メール送信後、仮登録受け付けのメールが届くの
で、記載されているURLをクリックして本登録する。

（3）　登録完了のメールが届き、サービス開始。

注意事項
▷登録方法の他、登録内容確認・変更方法、配信解除方法に
ついては、同消防本部ウェブサイト（ http://fukuoka.
kon119.or.jp/）を見てください。
▷迷惑メール防止機能によりメールが届かない場合があ
ります。登録メールが届かない場合は、「 kon119@
entry.mail-dpt.jp」、消防情報メールが届かない場合は、
「 kon119@harusyo.jp」からのメールの受信ができる
ように設定を確認してください。
▷このサービスの利用は無料ですが、メールを受信するこ
とにより発生するパケット通信料は利用者の負担となり
ます。
問い合わせ先　春日・大野城・那珂川消防本部指令課
　　 （584）1191　 （584）1240

経
済
的
な
理
由
で
就
学
が
困
難
と
認

め
ら
れ
る
小
・
中
学
生
の
保
護
者

に
対
し
、平
成
25
年
度（
４
月
分
〜
平
成
26

年
３
月
分
）の
学
校
給
食
費
、学
用
品
費
、

修
学
旅
行
費
な
ど
を
援
助
し
ま
す
。

　
現
在
受
給
し
て
い
る
人
も
、平
成
25
年

度
の
受
給
を
希
望
す
る
場
合
は
、新
た
に

申
請
が
必
要
で
す
。

対
象
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯

▽
生
活
保
護
が
廃
止
ま
た
は
停
止
さ
れ
た

が
、な
お
経
済
的
に
困
っ
て
い
る

▽
世
帯
全
員
の
平
成
24
年
度
の
市
民
税
が

非
課
税

▽
平
成
24
年
度
の
市
民
税
所
得
割
額（
調

整
控
除
後
・
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
前
）の
世

帯
合
計
が
、基
準
額（
下
表
参
照
）以
下

▽
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る

▽
経
済
的
理
由
に
よ
り
子
ど
も
の
就
学
が

困
難
と
教
育
委
員
会
が
認
め
る

申
請
期
間
・
場
所

▽
４
月
１
日
㈪
〜
30
日
㈫

市
役
所
４
０
５
・
４
０
６
会
議
室（
市
役

所
４
階
）

▽
５
月
１
日
㈬
以
降

学
校
教
育
課
窓
口（
市
役
所
４
階
）

時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
い
ず
れ
も
土
・
日
曜
日
、祝
日
は
除
き
ま

す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

▽
18
歳
以
上
の
世
帯
員
の
平
成
24
年
度
市

県
民
税
課
税（
非
課
税
）証
明
書（
所
得

額
お
よ
び
所
得
控
除
額
の
記
載
さ
れ
た

も
の
）

※
平
成
24
年
１
月
１
日
以
前
か
ら
春
日
市

に
居
住
し
、平
成
24
年
度
の
市
民
税
の

申
告
を
し
た
人
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
印
鑑

▽
振
込
先
の
通
帳（
保
護
者
名
義
）

▽
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
証（
該
当
者
の

み
）

注
意
事
項

▽
就
学
援
助
費
の
支
給
開
始
は
、申
請
月

か
ら
で
す
。５
月
以
降
に
申
請
し
た
場

合
、４
月
分
か
ら
の
支
給
は
で
き
ま
せ

ん
。

▽
郵
送
に
よ
る
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。直

接
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

平成25年度小・中学校就学援助
4月1日から受け付けを開始します

学校教育課 　 （584）1111 （584）1153

■【参考】平成24年度の認定基準額（※1）

※1　平成25年度の認定基準額は、3月末までに決定します。
※2　人数は、平成24年1月1日現在で15歳以下（平成8年1月

2日以降生まれ）の子どもの数です。
※3　子どもが7人以上の場合は、6人の場合の基準額に1人当

たり2万1300円を加算した金額です。

子どもの数（※2） 基準額
1～2人   9万5700円
3人 11万7000円
4人 13万8300円
5人 15万9600円

6人（※3） 18万  900円

▲二次元コード
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踏
切
に
よ
る
交
通
渋
滞
緩
和

や
線
路
で
分
断
さ
れ
た
地

域
の
一
体
化
な
ど
を
目
的
と
し

て
、西
鉄
天
神
大
牟
田
線
の
高
架

化
事
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、春
日
原
駅
南
側
に
高
架

橋
本
体
工
事
を
施
工
す
る
た
め
の

仮
設
作
業
台
を
設
置
し
、列
車
の

運
行
を
確
保
し
な
が
ら
工
事
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、下
大
利
駅（
大
野
城
市
）

は
、平
成
25
年
４
月
か
ら
仮
駅
舎

の
利
用
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

事
業
主
体
　
福
岡
県

工
事
主
体
　
西
鉄
㈱

区
間
　
春
日
原
駅
〜
下
大
利
駅

（
約
３
・
３
㎞
）

完
了
予
定
　
平
成
33
年
度

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
　
下
表
を
参
照

西鉄天神大牟田線（春日原～下大利）連続立体交差事業
進捗状況をお知らせします

都市計画課 連立まちづくり担当 　 （584）1111 （584）1143

（年度）平成25 26 27 28 29 30 31 32 33 34

連続立体交差事業
事業主体　福岡県
工事主体　西鉄㈱

●事業期間
平成15～33年度
○工事期間

平成23～33年度

春日原駅周辺
整備事業

事業主体　春日市

●事業期間
平成14～34年度
○工事期間

平成33～34年度

土木工事、電気工事（駅舍部、線路部）

仮駅舎工事

現駅舎解体

新駅舎本格工事

春
日
原
１
号

踏
切
移
設

春
日
原
駅

仮
駅
切
替

高
架
へ
切
替

新
駅
開
業

事
業
完
了

事業地の建物などの調査、用地買収

実施設計

周辺街路の整備

駅前広場の整備

■西鉄春日原駅および周辺整備工事スケジュール（平成25年3月現在）

※スケジュール、完成イメージは変更の可能性があります。

▲西鉄春日原駅付近の施工状況

現況 完成イメージ
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　石油連盟が主催する「石油の作文コンクール」で、大谷小学校が優
秀学校賞、同校児童2人が個人賞を受賞しました。
　このコンクールは、次世代を担う子どもたちに石油の大切さを
知ってもらうことを目的に行っているもので、327校から3912点の
応募がありました。同校は、平成22年度に優秀学校賞を、昨年度は優

良学校賞を受賞。3年連続の受賞に實
さねふじ

藤校長は、｢子どもたちの頑張りが認められたことがうれしい」と喜びます。
　『100kmの旅と石油』で審査員特別賞を受賞した井

いのうえ

上佳
けい し

史さん（6年）は、3年連続で参加した「つくし路100km
徒歩の旅」を通して気付いた石油の大切さを書きました。受賞の知らせを受け、｢最初は先生の冗談かと思った。参
勤交代など調べて書いたのが良かったのかな｣と自己分析。
　また、『私の夢をつくった石油』で審査員賞を受賞した平

ひらしま

島礼
れい な

菜さん（6年）は、プラスチックが石油からできてい
ることを知り、ペットボトルのリサイクルなどに取り組んでいることを書きました。｢親から作文は上手じゃない
と言われていたので、受賞して『よっしゃー』と思った｣と喜びいっぱいの様子でした。
　なお、審査員特別賞を受賞した井上さんの作文は、石油の作文コンクール2012年度入賞者・入賞校一覧（
http://www.paj.gr.jp/life/kids/2012/list.html）で見ることができます。

2012年度「石油の作文コンクール」

大谷小学校と同校児童が受賞

　民生委員児童委員の石
いしばし

橋壯
そう じ

児さん（下白水北地区）が、社会福祉功労者厚生
労働大臣表彰を受賞しました。
　これは、社会福祉における活動をたたえて贈られるもの。石橋さんは、25年
間、子どもから高齢者まで地域に住むさまざまな人が抱える問題の相談に応
じてきました。現在は、春日市民生委員児童委員連合協議会の会長としても活
躍しており、民生委員児童委員のよりよい活動を行えるよう環境整備に力を注いでいます。受賞に当たって、「これ
からも民生委員児童委員の活動を地域の方に知っていただき、積極的に活動していきたい」と抱負を語りました。

石橋壯児さん

社会福祉功労者厚生労働大臣表彰を受賞

▶（
左
か
ら
）受
賞
し
た
平
島
さ
ん
、實
藤

校
長
、井
上
さ
ん

　2月20日、春日市青少年育成市民会議のマスコットキャラク
ター「かすがくん」と「あすかちゃん」が春日市に寄贈されました。
　このキャラクターは、近隣では最も古い平成2年に誕生。これま
でも市や学校などのイベントや行事などで活躍してきましたが、
今後は市の公式キャラクターとしてさらに春日市をPRします。

　市長は2人に対し「春日市PR大使」の辞令を交付。「イベントなどを通じて弥生の里を発信し、郷土愛を育んでほ
しい」と訓示しました。
※かすがくんとあすかちゃんへの協力依頼は社会教育課【 （575）4121】まで。

春日市のPR大使に任命

かすがくんとあすかちゃん

▶
辞
令
交
付
を
受
け
た
か
す
が
く
ん
と
あ

す
か
ち
ゃ
ん

◀
受
賞
報
告
の
た
め
市
役
所
を
訪
れ
た
石

橋
さ
ん
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第
38
回
春
日
市
テ
ニ
ス
協
会
長
杯

オ
ー
プ
ン
テ
ニ
ス
大
会

　
オ
ー
プ
ン
参
加
の
大
会
で
す
。親
子

や
友
達
同
士
で
誘
い
合
っ
て
テ
ニ
ス
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
４
月
14
日
㈰（
雨
天
時
は
４
月

21
日
㈰
に
延
期
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
予
定

（
受
付
：
午
前
８
時
30
分
〜
）

場
所
　
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
テ
ニ

ス
コ
ー
ト（
大
谷
６
ー
28
）、北

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
テ
ニ
ス
コ

ー
ト（
昇
町
２
ー
３
）

※
受
付
、開
会
式
会
場
は
市
民
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
で
す
。

春日市役所
☎（584）1111

　 www.city.kasuga.fukuoka.jp

情報ひろば

種
目

▽
女
子
ダ
ブ
ル
ス
　
Ｂ
・
Ｃ
・
初
級

▽
男
子
ダ
ブ
ル
ス
　
Ａ
・
Ｂ
・
シ
ニ
ア

（
60
歳
以
上
）・
グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア（
70

歳
以
上
）

※
試
合
の
組
み
合
わ
せ
は
当
日
発
表
し

ま
す
が
、参
加
人
数
に
よ
り
種
目
を

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

参
加
費（
当
日
支
払
い
）

▽
一
般
　
１
５
０
０
円

▽
同
協
会
会
員
　
１
０
０
０
円

申
込
方
法
　
４
月
４
日
㈭（
必
着
）ま
で

に
往
復
ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
参
加
種
目
、本
人
と
ペ
ア
の

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・

雨
天
延
期
の
場
合
の
出
欠
、同

協
会
会
員
は
所
属
ク
ラ
ブ
名
、

優
勝
経
験
者
は
年
度
を
書
い
て

送
る

※
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
場
合
は
、必
ず
電
話

で
到
着
の
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
同
大
会
係 
石い

し

井い
（
〒
816
ー
０
８
３
１
大
谷
２

ー
62
）

（
５
０
１
）１
９
５
７（

兼
用
）

春
日
市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

参
加
者
募
集

　
第
39
回
春
日
市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大

会
を
行
い
ま
す
。

対
象

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
中

学
生
以
上
の
人

▽
市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
し

て
い
る

▽
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
の
会
員

▽
同
協
会
が
参
加
を
認
め
る
ク
ラ
ブ
に

所
属

日
時
　
４
月
21
日
㈰

午
前
９
時
15
分
〜
午
後
５
時
予

定（
受
付
：
午
前
９
時
〜
）

場
所
　
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
競
技

場（
大
谷
６
ー
28
）

種
目

▽
一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス（
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ

級
）

▽
一
般
女
子
ダ
ブ
ル
ス（
39
歳
以
下
Ａ
・

40
歳
以
上
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
級
）

▽
混
合
ダ
ブ
ル
ス（
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
級
）

※
原
則
Ａ
ラ
ン
ク
は
オ
ー
プ
ン
と
し
ま

す
が
、女
子
の
み
年
齢
別
で
す
。

※
混
合
ダ
ブ
ル
ス
は
男
子
の
ラ
ン
ク
に

合
わ
せ
ま
す
。ま
た
、個
人
で
も
申
し

込
み
で
き
ま
す
。そ
の
際
は
主
催
者

側
が
抽
選
で
ペ
ア
を
決
め
ま
す
。

※
都
合
に
よ
り
種
目
を
変
更
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

参
加
費
　
１
人
１
種
目
１
０
０
０
円

（
高
校
生
以
下
８
０
０
円
）

申
込
方
法
　
４
月
５
日
㈮（
必
着
）ま
で

に
ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、氏
名（
ふ
り
が
な
）、年
齢

（
学
校
名
・
学
年
）、電
話
番
号
、

性
別
、出
場
種
目（
ラ
ン
ク
）を

書
い
て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
市
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
協
会 

塩し
お
ざ
き崎（
〒
816
ー
０
８

７
４
大
和
町
５
ー
１
ー
１
ー
７

３
０
）

（
５
９
３
）８
７
５
３（

兼
用
）

ア
ジ
ア
女
性
セ
ン
タ
ー

語
学
教
室

　
外
国
籍
女
性
の
就
労
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム「
語
学
教
室
」の
４
月
開
始
の
受
講
生

を
募
集
し
ま
す
。

○
女
性
の
た
め
の
英
語（
月
４
回
）

日
時
　
木
曜
日
の
午
前
11
時
〜
午
後

０
時
30
分

ク
ラ
ス
　
チ
ャ
ッ
ト（
日
常
会
話
・
日

本
語
な
し
）

受
講
料
　
月
４
０
０
０
円（
２
カ
月

一
括
前
納
）、定
員
確
保
保
証

金
５
０
０
０
円（
年
度
途
中

に
休
会
・
退
会
し
な
か
っ
た

場
合
は
年
度
末
に
返
金
）

定
員
　
８
人

○
韓
国
語（
月
２
回
）

ク
ラ
ス
・
日
時

▽
初
級（
基
本
的
な
会
話
）

第
２
・
第
４
土
曜
日
の
午
後
６
時

〜
７
時

▽
中
級（
上
手
な
会
話
の
練
習
）

第
２
・
第
４
土
曜
日
の
午
後
７
時

〜
８
時

▽
上
級（
フ
リ
ー
ト
ー
ク
）

第
２
・
第
４
土
曜
日
の
午
後
８
時

〜
９
時

受
講
料
　
月
２
０
０
０
円（
３
カ
月

一
括
前
納
）、テ
キ
ス
ト
代
１

０
０
円

定
員
　
各
15
人

○
韓
国
語（
月
４
回
）

ク
ラ
ス
・
日
時

▽
初
級
１（
文
字
、発
音
、文
法
）

水
曜
日
の
午
後
８
時
〜
９
時

▽
初
級
２（
旅
行
で
の
簡
単
な
会
話
）

水
曜
日
の
午
後
７
時
〜
８
時

受
講
料
　
月
５
０
０
０
円（
３
カ
月

一
括
前
納
）、テ
キ
ス
ト
代

３
２
０
０
円

定
員
　
各
10
人

○
中
国
語（
月
４
回
）

ク
ラ
ス
・
日
時

▽
基
礎（
初
心
者
向
け
）

木
曜
日
の
午
後
７
時
40
分
〜
９
時

▽
初
級

金
曜
日
の
午
後
７
時
40
分
〜
９
時

▽
中
級

月
曜
日
の
午
後
７
時
40
分
〜
９
時

受
講
料
　
月
４
５
０
０
円（
３
カ
月

一
括
前
納
）、テ
キ
ス
ト
代
２

０
０
０
円
程
度

定
員
　
各
10
人

場
所
　
大
野
城
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
大
野
城
市
曙

あ
け
ぼ
の
ま
ち
町
２
ー
３
ー
２
）

※
ク
ラ
ス
の
開
催
は
、受
講
参
加
人
数

な
ど
に
よ
っ
て
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
ア
ジ
ア
女
性

セ
ン
タ
ー 

（
５
１
３
）７
３
３
３
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午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分
　

場
所
　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー（
大

谷
６
ー
24
）

受
講
料
　
月
額
１
組
２
５
０
０
円（
６

カ
月
分
前
納
・
２
人
以
上
の
子

ど
も
の
追
加
は
１
人
月
額
１
０

０
０
円
）

定
員
　
15
組（
申
込
先
着
順
）

※
３
月
23
日
㈯
に
１
日
無
料
体
験
講
座

を
開
催
し
ま
す（
３
月
22
日
㈮
ま
で

に
要
電
話
予
約
）。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
同
協
会 

田た
ぶ
ち渕

（
５
９
６
）６
９
５
６

ブ
サ
イ
ト
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
春
日
・
大
野

城
・
那
珂
川
消
防
本
部
予
防
課

指
導
係

（
５
８
４
）１
１
９
５

（
５
８
４
）１
２
０
０

http://fukuoka.kon119.or.jp/

春
日
市
国
際
交
流
協
会

春
期
親
子
英
会
話

　
英
語
を
母
国
語
と
す
る
講
師
に
よ
る

親
子
英
会
話
講
座
で
す
。

対
象

　
３
〜
５
歳
の
子
ど
も
と
そ
の
保

護
者（
３
歳
未
満
の
同
伴
幼
児

は
無
料
）

日
時

　
４
〜
９
月
の
毎
月
第
２
・
第
４

土
曜
日（
計
12
回
）

春
日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ぶ
ど
う
の
庭
」か
ら
の
お
知
ら
せ

○
ぶ
ど
う
の
庭
パ
ン
広
場

日
時
　
４
月
１
日
㈪

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
１
時

内
容
　
ほ
う
れ
ん
草
の
パ
ー
カ
ー
ハ

ウ
ス（
サ
ン
ド
用
パ
ン
）、サ

ワ
ー
ポ
ッ
プ
チ
ェ
リ
ー
パ
ン

参
加
費
　
１
５
０
０
円（
材
料
費
含

む
）

定
員
　
12
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の
　
エ
プ
ロ
ン
、三

角
巾
、筆
記
用
具
、上
履
き
、

パ
ン
持
ち
帰
り
用
容
器

申
込
期
限
　
３
月
29
日
㈮

託
児
　
生
後
５
カ
月
〜
未
就
学
児

（
１
人
当
た
り
１
０
０
０
円
・

３
月
25
日
㈪
ま
で
に
要
申

込
）

○
ぶ
ど
う
の
庭
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
座
〜

専
門
家
に
よ
る
家
庭
や
地
域
で
の
年

間
を
通
し
た
花
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
〜

期
日
　
４
月
６
日
㈯
、５
月
25
日
㈯
、

９
月
21
日
㈯
、10
月
26
日
㈯
、

11
月
16
日
㈯
、平
成
26
年
１

月
18
日
㈯
、３
月
15
日
㈯

時
間
　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

内
容
　
春
〜
夏
花
の
種
ま
き
、春
〜

夏
花
の
植
え
付
け
、秋
〜
冬

花
の
種
ま
き
、ハ
ン
ギ
ン
グ

バ
ス
ケ
ッ
ト
作
り
、秋
〜
冬

花
の
植
え
付
け
、バ
ラ
の
植

え
付
け
管
理
、ク
リ
ス
マ
ス

ロ
ー
ズ
の
植
え
付
け
と
ま
と

め

※
講
師
邸
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
見
学
会
も

別
途
予
定
し
て
い
ま
す
。

参
加
費
　
６
０
０
０
円（
７
回
分
の

材
料
費
・
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

定
員
　
50
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の
　
移
植
ご
て
、軍

手
、筆
記
用
具
、上
履
き

申
込
期
限
　
３
月
29
日
㈮

申
込
方
法
　
申
込
期
限
ま
で
に
電
話
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
の
い

ず
れ
か
で
住
所
、氏
名
、電
話
番

号
を
伝
え
る
　

場
所
・
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
同
セ
ン

タ
ー「
ぶ
ど
う
の
庭
」（
須
玖
北

５
ー
１
５
５
）

（
５
８
９
）３
３
８
８

（
５
８
９
）３
３
９
９

m
achicen@

bb.csf.ne.jp
http://w

w
w
2.csf.ne.jp/̃m

achi
cen

甲
種
防
火
管
理
者

新
規
講
習
会
開
催

　
建
物
に
出
入
り
す
る
人
数
が
一
定
の

人
数（
共
同
住
宅
な
ど
で
は
50
人
、不
特

定
多
数
の
人
が
出
入
り
す
る
建
物
で
は

30
人
ま
た
は
10
人
）以
上
と
な
る
場
合

は
、防
火
管
理
者
を
選
任
す
る
こ
と
が

消
防
法
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
防
火
管
理
者
と
し
て
選
任
す
る
こ
と

が
で
き
る
資
格
取
得
の
講
習
会
を
開
催

し
ま
す
。

日
時
　
４
月
24
日
㈬
・
25
日
㈭

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※
遅
刻
、途
中
退
席
し
た
場
合
は
、講

習
を
修
了
し
た
と
は
認
め
ら
れ
ま

せ
ん
。

場
所
　
春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川
消
防
本

部（
春
日
２
ー
２
ー
１
）

受
講
料

　
５
０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代

含
む
）

定
員

　
40
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

　
３
月
24
日
㈰
以
降
に
申
込

書
を
提
出
す
る

※
申
込
書
は
消
防
署
ま
た
は
同
署
ウ
ェ

　配偶者や恋人などに対して行う暴力（DV）は、決して
許されるものではありません。
　今年1月、福岡市早良区で、夫から暴力を受けている
友人を支援した女性がこの夫に命を奪われるという痛
ましい事件が発生しました。暴力被害者だけでなく、被
害者を支援する人が暴力を受けることもあります。
　周囲の人に相談しにくい場合でも1人で悩まず、最寄
りの窓口に相談しましょう。
　緊急の場合は迷わず「110番」してください。
○市男女共同参画センター
日時　月～金曜日（祝日・年末年始除く）

午前8時30分～午後5時
相談先　 （584）1202

○配偶者暴力相談支援センター（筑紫）
日時　月～金曜日（祝日・年末年始除く）
　午前8時30分～午後5時15分
相談先　 （584）0052

○女性相談所
日時　月～金曜日（祝日・年末年始除く）
　午前9時～午後5時15分
相談先　 （711）9874

○配偶者からの暴力相談電話
日時
▷月～金曜日（年末年始を除く）
　午後5時15分～深夜0時
▷土・日曜日、祝日
午前9時～深夜0時
相談先　 （716）0424

「配偶者からの暴力」一人で悩まないで
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ひ
と
り
親
家
庭
の
人
へ

就
業
支
援
事
業

　
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ

ン
タ
ー
は
、春
日
市
在
住
の
母
子
家
庭

の
母
、父
子
家
庭
の
父
や
寡
婦
を
対
象

に
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
て
就
業

支
援
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
支
援
を
希
望
す
る
人
は
問
い
合
わ
せ

る
か
、直
接
来
所
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
日
時

▽
月
〜
金
曜
日（
年
末
年
始
、祝
日
を
除

く
）、午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▽
日
曜
日
、午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所
・
問
い
合
わ
せ
先
　
同
セ
ン
タ
ー

（
原
町
３
ー
１
ー
７
ク
ロ
ー
バ

ー
プ
ラ
ザ
６
階
）

（
５
８
４
）３
９
３
１

（
５
８
４
）３
９
２
３

ブ
サ
イ
ト（

http://w
w
w
.fukuo

ka-toshiken.jp/

）か
ら
入
手
す
る

か
、同
事
業
組
合
事
務
局
に
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
　
同
事
業
組
合

事
務
局（
〒
810
ー
８
６
２
０
福

岡
市
中
央
区
天て

ん
じ
ん神
１
ー
８
ー

１
）

（
７
３
３
）５
０
０
４

（
７
３
３
）５
０
０
５

高
齢
者
・
障
が
い
者
の
た
め
の

無
料
法
律
相
談
会

　
成
年
後
見
制
度（
法
定
後
見
、任
意
後

見
）、遺
言
、相
続
、財
産
管
理
、死
後
事

務
処
理
に
つ
い
て
、公
証
人
Ｏ
Ｂ
が
無

料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
予
約
は
不
要
で
す
。

日
時
　
３
月
21
日
㈭

環
境
保
全
活
動
を
行
う

非
営
利
活
動
団
体
を
支
援

　
福
岡
都
市
圏
広
域
行
政
事
業
組
合

は
、筑
後
川
流
域
な
ど
で
環
境
保
全
活

動
を
行
う
非
営
利
活
動
団
体
を
支
援
し

ま
す
。

対
象
　
所
在
地
が
福
岡
都
市
圏
内
に
あ

る
非
営
利
活
動
団
体

対
象
活
動
　
福
岡
都
市
圏
共
通
の
水
源

地
域
お
よ
び
筑
後
川
流
域（
有

明
海
を
含
む
）で
の
環
境
保
全

活
動

補
助
金
額
　
１
団
体
当
た
り
10
万
円

※
内
容
に
応
じ
て
、増
減（
50
万
円
を
上

限
）す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
請
方
法
　
４
月
19
日
㈮
ま
で
に
申
請

書
類
を
提
出
す
る

※
申
請
書
類
は
、同
事
業
組
合
の
ウ
ェ

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所
　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
５
０
５
研

修
室（
原
町
３
ー
１
ー
７
）

問
い
合
わ
せ
先
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
高
齢

者
・
障
害
者
安
心
サ
ポ
ー
ト
ネ

ッ
ト
筑
紫
出
張
所

（
９
２
１
）２
１
３
０（

兼
用
）

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

春
募
集
説
明
会

　
４
月
か
ら
募
集
を
開
始
す
る「
青
年

海
外
協
力
隊
」「
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」の
体
験
談
と
説
明
会
を
行
い

ま
す
。

　
事
前
の
予
約
は
不
要
で
、参
加
も
無

料
で
す
。

○
青
年
海
外
協
力
隊

対
象
　
満
20
歳
〜
満
39
歳
で
日
本
国

籍
の
人

期
日
・
場
所

▽
４
月
６
日
㈯

ア
ク
ロ
ス
福
岡
７
階（
福
岡
市
中

央
区
天て

ん
じ
ん神
１
ー
１
ー
１
）

▽
４
月
11
日
㈭
・
19
日
㈮

博
多
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
９
階（
福

岡
市
博
多
区
博は

か
た
え
き
ち
ゅ
う
お
う
が
い

多
駅
中
央
街
２
ー

１
）

○
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

対
象
　
満
40
歳
〜
満
69
歳
で
日
本
国

籍
の
人

期
日
・
場
所

▽
４
月
６
日
㈯

ア
ク
ロ
ス
福
岡
２
階

▽
４
月
11
日
㈭
・
19
日
㈮

博
多
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
９
階

時
間
　
い
ず
れ
も
午
後
６
時
30
分
〜
８

時
30
分

問
い
合
わ
せ
先
　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
デ
ス
ク
福

岡

（
７
３
３
）５
６
３
８

（
７
３
３
）５
６
３
５

http://w
w
w
.jica.go.jp

問い合わせ先　環境課
（584）1111　 （584）1147

　節電のポイントとひと月に節約で
きる電気代を紹介します。
洗濯機・洗濯乾燥機
▷洗濯物は容量の8割程度を目安
に、まとめ洗いをする（約10円／
月）

電気ポット
▷2時間以上使用しないときはプラ
グを抜き、必要なときに再沸騰す
る（約200円／月）

温水洗浄便座
▷使わないときはふたを閉める（約
60円／月）

▷便座暖房の温度を「中」から「弱」に
（約50円／月）
▷洗浄水の温度を「中」から「弱」に
（約30円／月）
パソコン
▷使わないときは電源を切る
デスクトップ型（約60円／月）、
ノート型（約10円／月）

▷電源オプションを節電になるよう
に見直す
デスクトップ型（約20円／月）、
ノート型（約3円／月）

掃除機
▷部屋を片付けてから掃除機をかけ
る（約10円／月）

▷集じんパックは適宜取り替える
（約3円／月）
※掃除機を出すのが面倒なときは、
ほうきやモップを使うと、手軽で
電気代もかかりません。

　これ以外にも、節電や省エネの方
法は数多くあります。そのポイント
は「使用時間を短くする」「温度や明
るさを適切に調整する」「機器を効率
よく動かす」ことです。
　そして省エネになる工夫をとにか
くやってみることが大切です。知識
があっても実行しないと効果があり
ません。今からすぐにでも始めてみ
ましょう。
※参考：九州電力HP「節電・節約手法をご紹介しま
す」、家庭の省エネ大事典（2012年版）、「年中
使える節電以前の省エネの常識」山川文子著
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星
の
館

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
白
水
大
池
公
園
星
の
館
は
、星
空
観

望
会
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
随
時
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
知
識
を
深
め
る
た

め
の
講
習
会
と
星
見
会
を
行
い
ま
す
の

で
、星
・
宇
宙
・
天
体
観
測
に
興
味
の
あ

る
人
は
、ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
　
高
校
生
以
上（
18
歳
未
満
は
保

護
者
の
同
意
が
必
要
）

日
時

▽
講
習
会

３
月
20
日
㈬
　
午
後
６
時
〜
８
時

▽
星
見
会

３
月
21
日
㈭
　
午
後
７
時
〜
９
時

場
所
　
同
施
設

申
込
方
法
　
電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
氏
名
、

年
齢
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
同
施
設（
下
白

水
２
０
９
ー
１
７
１
）

（
５
５
８
）９
０
９
９

（
５
５
８
）９
０
２
３

starpalace@
skyblue.ocn.ne.jp

国
家
公
務
員
採
用
試
験

院
卒
者
試
験
・
大
卒
程
度
試
験

○
国
家
公
務
員
総
合
職（
院
卒
者
・
大
卒

程
度
）

受
付
期
間
　
４
月
１
日
㈪
〜
８
日
㈪

第
１
次
試
験
日
　
４
月
28
日
㈰

○
国
家
公
務
員
一
般
職（
大
卒
程
度
試

験
）

受
付
期
間
　
４
月
９
日
㈫
〜
18
日
㈭

第
１
次
試
験
日
　
６
月
16
日
㈰

○
皇
宮
護
衛
官（
大
卒
程
度
）、法
務
省

専
門
職
員（
人
間
科
学
）、財
務
専
門

官
、国
税
専
門
官
、食
品
衛
生
監
視

員
、労
働
基
準
監
督
官
、航
空
管
制

官受
付
期
間
　
４
月
１
日
㈪
〜
11
日
㈭

第
１
次
試
験
日
　
６
月
９
日
㈰

申
込
方
法
　
国
家
公
務
員
試
験
採
用
ナ

ビ（

http://w
w
w
.jinji.go.

jp/saiyo/saiyo.htm

）か
ら
申

し
込
む

※
受
験
資
格
な
ど
詳
し
く
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
申
し
込
み
が

で
き
な
い
環
境
に
あ
る
場
合
は
受
付

期
間
前
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
人
事
院
九
州
事
務
局

第
二
課
試
験
係

（
４
３
１
）７
７
３
３

（
４
７
５
）０
５
６
５

実
施
し
ま
す

労
働
力
調
査

　
総
務
省
と
県
は
毎
月
、労
働
力
調
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。失
業
率
や
雇
用

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
重
要
な
統
計

調
査
で
す
。

　
調
査
員
が
皆
さ
ん
の
自
宅
を
訪
問
し

ま
す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
地
区
・
期
間

▽
下
白
水
南
１
丁
目
　
４
〜
８
月

▽
小
倉
１
丁
目
　
５
〜
９
月

問
い
合
わ
せ
先
　
県
調
査
統
計
課
調
査

第
一
班
労
働
力
調
査
担
当

（
６
５
１
）１
１
１
１

（
６
４
３
）３
１
９
２

　「離乳食期の子どもが離乳食を食べない」という悩みをよ
く耳にしますが、赤ちゃんが泣くと「お腹が空いたのかしら」と
授乳していませんか。赤ちゃんは満腹で離乳食が欲しくない
のかもしれません。赤ちゃんの泣き声などの様子（眠たい、お
腹が空いた、オムツが汚れた、痛い、抱っこしてほしい）を見て
考えてみましょう。
　体調や機嫌によって食べたり食べなかったりする食べむら
は、赤ちゃんによく見られます。3回食になる頃には食べ物の
好みが出てくることもあります。食べむらや偏食がずっと続く
わけではないので無理強いしないで様子を見ながら食べさ
せましょう。離乳食の柔らかさ、切り方、とろみをつけるなど工

記
事
の
訂
正

　
市
報
２
月
15
日
号
11
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
た「
第
38
回
春
日
市
走
ろ
う
大
会（
大

人
）」の
結
果
に
一
部
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。正
し
く
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

【
２
・
２
㎞
の
部
（
女
子
）】

▽
１
位
　
中な
か
む
ら村
詩し
お
り織

　
▽
２
位
　
来ら
い
と
く徳

菜な

な奈
　
▽
３
位
　
太お
お
た田
菜な
つ
き月

【
５
㎞
の
部
】

▽
40
歳
〜
59
歳
男
子
　
内う
ち
む
ら村
要よ
う
す
け介

▽
60
歳
以
上
男
子
　
相あ
い
も
り森
菊き
く
お男

問
い
合
わ
せ
先
　
ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー

ツ
担
当

（
５
７
１
）３
２
３
４

（
５
８
５
）１
６
３
４

夫をしてもいいかもしれません。食欲や食事の量は個人差が
あります。元気で機嫌がよく体重がその子のペースで増えて
いれば心配はありません。生活のリズムを整え、思い切り遊
ぶと、お腹がすいて食欲が湧きます。最初は上手にたくさん
食べられませんが、離乳食が完了する1歳～ 1歳半頃までに
は、1日3回の食生活を身に付けられるといいですね。
子育て・子ども相談
　子どもに関する悩み相談には、保育所でも応じています。
一人で悩まず、まずは相談してください。
日時　月～金曜日（祝日・年

末年始を除く）、午前9
時30分～午後4時

相談先
▷昇町保育所（昇町3‐159）
　☎（571）1915
▷須玖保育所（須玖南2‐
120すくすくプラザ内）
　☎（501）3090

渕上ふみ子所長（須玖保育所）
「保育所の園庭開放を利用するな
ど、気軽に相談してくださいね」

～須玖保育所 渕上所長がお答えします～
Q離乳食を食べてくれないのですが・・・（10カ月）
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 狩
かりあつまり

集翼
つばさ

ちゃん（春日原南町）
平成24年3月15日生

久
く

保
ぼ

山
やま

 皓
こう

太
た

ちゃん（白水ヶ丘）
平成24年3月27日生

廣
ひろ

瀬
せ

 晴
はる

美
み

ちゃん（宝町）
平成23年3月20日生

平
ひら

元
もと

 さくらちゃん（桜ヶ丘）
平成22年3月29日生

清
し

水
みず

 朔
さく

太
た

郎
ろう

ちゃん（春日原東町）
平成24年3月29日生

3月後期

５
月
生
ま
れ
の

赤
ち
ゃ
ん
募
集

※
３
歳
ま
で

写
真
の
裏
に
赤
ち
ゃ
ん
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
生
年
月
日
、
住
所
、
電

話
番
号
を
書
い
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
４
月
１
日
㈪（
当
日
消
印
有
効
）

ま
で
の
到
着
分
の
中
か
ら
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

送
り
先
　
市
報
か
す
が「
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
」係
（
〒
816
ー
８
５
０
１

春
日
市
役
所
）　
　
　
　
　
　 

　  

※
写
真
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

市の人口    　 2/15現在

◎総人口    111,130人

女 　57,160人

男　 53,970人

◎世帯数 　45,346世帯

春日市総合情報メール
　防犯・防災情報や子育て情報、健康
情報など11分野の行政情報を携帯電話
などにメール配信するサービスです。
　下のメールアドレスへ空メールを送
信し、返信メール記載のURLをクリック
して表示される画面で登録してくださ
い。また、下の二次元コードを読み取っ
て、空メールを送信することもできます。
　登録は無料ですが、メール受信の
ために所要の通信費がかかります。
ksg-c@ansin-anzen.jp

問い合わせ先
地域づくり課 
☎（584）1111
（584）1153

ス
ト
レ
ス
の
解
消
方
法

　
同
じ
ス
ト
レ
ス
で
も「
良
い
ス
ト

レ
ス
」、「
悪
い
ス
ト
レ
ス
」の
ど
ち
ら

に
な
る
か
は
そ
の
人
の
受
け
止
め
方

で
変
わ
っ
て
き
ま
す
。ス
ト
レ
ス
を

無
く
す
こ
と
は
で
き
な
く
て
も
、ス

ト
レ
ス
と
う
ま
く
付
き
合
い
、コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。

▽
睡
眠
　
睡
眠
は
心
身
の
疲
れ
を
取

り
、ス
ト
レ
ス
を
軽
減
し
ま
す
。疲

れ
が
残
っ
て
い
る
人
は
十
分
な
睡

眠
が
取
れ
て
い
な
い
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。適
切
な
睡
眠
時
間
は
個

人
差
が
あ
る
た
め
、時
間
に
こ
だ

わ
ら
ず
質
の
高
い
睡
眠
を
取
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。安
眠
で
き
る

環
境
を
つ
く
り
、毎
日
同
じ
時
間

に
起
き
る
よ
う
に
し
、生
活
の
リ

ズ
ム
を
整
え
ま
し
ょ
う
。

▽
食
事

　
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を

３
食
規
則
正
し
く
食
べ
、ス
ト
レ

ス
へ
の
抵
抗
力
を
高
め
ま
し
ょ

う
。ま
た
、家
族
と
の
会
話
を
楽
し

み
な
が
ら
お
い
し
く
食
卓
を
囲
み

ま
し
ょ
う
。

▽
運
動
　
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
る
と
イ

ラ
イ
ラ
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

適
度
な
運
動
で
身
体
を
動
か
し
、

ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
ま
し
ょ
う
。

身
体
を
動
か
す
こ
と
で
、気
分
転

換
に
な
り
、気
持
ち
の
良
い
疲
れ

に
よ
っ
て
快
適
な
睡
眠
を
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

▽
そ
の
他
　
お
湯
を
張
っ
た
浴
槽
に

ゆ
っ
く
り
と
漬
か
る
よ
う
に
し
た

り
、趣
味
の
時
間
を
つ
く
っ
た
り

す
る
こ
と
も
ス
ト
レ
ス
解
消
効
果

が
あ
り
ま
す
。

我
慢
せ
ず
に
、ま
ず
相
談

　
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
り
、心
や
体
に

疲
れ
を
感
じ
た
と
き
は
、家
族
や
身

近
な
人
に
早
め
に
相
談
し
ま
し
ょ

う
。ま
た
、心
身
の
不
調
が
長
引
く
場

合
は
、心
の
病
気
が
隠
れ
て
い
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。１
人
で
抱
え
込
ま

ず
に
専
門
医
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

ス
ト
レ
ス
と
は

　
ス
ト
レ
ス
と
は
、刺
激
を
受
け
た

こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
心
の
ゆ
が
み

の
こ
と
で
す
。ス
ト
レ
ス
と
い
う
と

悪
い
も
の
と
捉
え
が
ち
で
す
が
、「
良

い
ス
ト
レ
ス
」と「
悪
い
ス
ト
レ
ス
」

の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　
適
度
な
ス
ト
レ
ス
は
、「
良
い
ス
ト

レ
ス
」と
し
て
積
極
性
を
高
め
た
り

気
分
を
向
上
さ
せ
た
り
し
ま
す
。一

方
で
、過
剰
な
ス
ト
レ
ス
は「
悪
い
ス

ト
レ
ス
」と
し
て
心
身
を
疲
れ
さ
せ
、

不
調
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。健
康
に

悪
影
響
を
与
え
、問
題
と
な
る
の
は

「
悪
い
ス
ト
レ
ス
」で
す
。

ス
ト
レ
ス
の
原
因

　
ス
ト
レ
ス
の
原
因
と
な
る
刺
激
の

こ
と
を「
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
」と
い
い
ま

す
。ス
ト
レ
ッ
サ
ー
に
は
、痛
み
な
ど

の
身
体
的
な
も
の
や
、緊
張
・
不
安
・

怒
り
な
ど
の
精
神
的
な
も
の
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

誰
も
が
感
じ
る「
ス
ト
レ
ス
」

　ス
ト
レ
ス
社
会
と
い
わ
れ
る
現
代
で
、私
た
ち
は
常
に
仕
事
、

家
庭
、人
間
関
係
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
刺
激
を
ス
ト
レ
ス
と
し

て
感
じ
て
い
ま
す
。

　ス
ト
レ
ス
を
た
め
込
ま
な
い
た
め
に
も
、自
分
の
ス
ト
レ
ス

に
つ
い
て
知
り
、う
ま
く
対
処
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。



　Jリーグが誕生して20年。多くのクラ
ブチームが誕生し、息子はサッカーを思
う存分楽しんでいます▶今、部活の体罰
問題で世間は揺れています。サッカーの
クラブチームでは考えられないことで
す。手を上げようものなら指導者の資格
は剥奪。チームが気に入らなければ別の
チームに移れば済むことです▶部活だと
子どもたちに選択肢はありません。私見
ですが、部活は地域に移し、ヨーロッパの
ようにクラブチーム化。指導者にはライ
センス制度を取り入れるべきです▶春日
市の旧庁舎に「ほめて おだてて はげま
して」という子育ての標語が掲げてあっ
たと聞きました。このことは、スポーツの
指導でも同じではないでしょうか▶体罰
で選手は育ちません。そもそも、スポーツ
の語源は気晴らしなのですから。
スポーツは 遊び 楽しみ 気晴らしに  Ｋ

春日地区の文化財

～市役所ができるまで～

　現在、春日市役所がある場所（原町3丁目）には「駿
する が

河A遺跡」がありました。こ

の遺跡では、弥生時代中期から後期頃（約1900～2100年前）に建物や住居が

密集していた大規模な集落の跡が見つかっています。

　集落はいつしか荒涼たる原野へと戻り、周辺地域の春日原が酸性土壌で作物

不毛の地だったことから、一帯は筑前三大広野の一つとされました。明治の初め

頃になっても原野が8割以上を占め、田畑は1割

ほどしかありませんでしたが、戦時中には、銃器な

どを作る小倉陸軍造
ぞうへいしょう

兵廠春日製造所が整備され

ました。戦後は米軍によって接収され、板付飛行

場の付属基地として昭和47年（1972年）まで利

用されていました。

　　　　　　　　　　 （奴国の丘歴史資料館）
△駿河A遺跡の上空から見下ろ
した春日公園周辺の風景
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